
1

Ⓠ

高

齢

者

の

現

状

と

見

え

て

く

る

課

題

は

。

Ⓐ

高

齢

化

が

進

行

し

介

護

サ

ー

ビ

ス

の

需

要

は

一

層

増

え

て

い

く

新

政

ク

ラ

ブ

髙

草

木

弘

子

問

み

ど

り

市

の

高

齢

者

の

現

状

と

そ

こ

か

ら

見

え

て

く

る

課

題

は

。

保

健

福

祉

部

長

令

和

五

年

一

月

末

時

点

、

65

歳

以

上

の

高

齢

者

は

1

万

4
8
7
7

人

、

高

齢

化

率

3
0
.2
%

。

5

年

前

の

1
8

年

度

同

時

点

の

高

齢

者

数

は

2.6
%

、

3
7
7

人

増

加

、

高

齢

化

率

2
8
.6
%

と

比

較

し

、

1.6

ポ

イ

ン

ト

増

加

。

65

歳

以

上

の

第

一

号

被

保

険

者

の

介

護

認

定

申

請

件

数

は

一

月

末

時

点

で

5

年

前

の

1
60
7

件

と

比

較

し

4
2
.5%

、

6
83

件

増

加

。

本

市

に

お

い

て

も

高

齢

化

が

進

行

し

今

後

も

後

期

高

齢

者

数

は

増

加

し

て

い

く

と

見

込

ま

れ

、

介

護

サ

ー

ビ

ス

の

需

要

は

一

層

増

え

て

い

く

と

考

え

ら

れ

る

。

問

介

護

認

定

の

遅

れ

が

目

立

つ

。

申

請

件

数

に

合

わ

せ

た

、

ま

た

見

据

え

た

介

護

認

定

調

査

員

や

認
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定

に

関

わ

る

職

員

の

調

整

が

必

要

だ

が

。

保

健

福

祉

部

長

専

門

調

査

員

と

し

て

会

計

年

度

任

用

職

員

5

人

を

採

用

し

調

査

を

実

施

す

る

ほ

か

、

申

請

件

数

が

多

い

時

は

介

護

事

業

所

に

委

託

。

令

和

3

年

度

の

外

部

委

託

件

数

は

1
0
6

件

だ

っ

た

が

令

和

4

年

度

は

す

で

に

そ

れ

を
3
2
0

件

上

回

っ

て

い

る

。

増

加

す

る

認

定

申

請

に

対

し

、

市

の

職

員

も

調

査

の

対

応

で

き

る

業

務

体

制

を

つ

く

り

整

備

を

進

め

る

。

問

介

護

施

設

の

状

況

、

市

と

介

護

施

設

と

の

連

携

は

。

保

健

福

祉

部

長

介

護

保

険

事

業

推

進

懇

談

会

に

て

介

護

施

設

の

代

表

者

で

あ

る

委

員

と

意

見

交

換

を

図

っ

て

い

る

。

髙

草

木

現

場

で

働

く

方

た

ち

の

声

を

聞

く

た

め

に

積

極

的

に

介

護

施

設

へ

の

訪

問

を

。

問

介

護

人

材

の

確

保

に

つ

い

て

の

取

り

組

み

は

。

保

健

福

祉

部

長

群

馬

県

と

県

社

会

福

祉

協

議

会

が

中

心

と

な

り

資

格

取

得

や

介

護

現

場

へ

の

就

労

支

援

を

行

っ

て

い

る

。
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問

ケ

ア

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

人

材

不

足

も

深

刻

で

喫

緊

の

課

題

だ

。

資

格

更

新

時

の

費

用

補

助

な

ど

の

支

援

策

が

必

要

だ

が

。

保

健

福

祉

部

長

本

市

に

お

い

て

資

格

取

得

、

更

新

時

の

補

助

は

な

い

状

況

。

国

や

県

の

動

向

を

注

視

し

な

が

ら

検

討

し

て

い

く

。

問

介

護

予

防

事

業

の

整

備

状

況

、

専

門

職

の

関

わ

り

は

。

保

健

福

祉

部

長

地

域

介

護

予

防

教

室

、

通

所

型

介

護

予

防

教

室

を

実

施

。

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

専

門

職

な

ど

が

携

わ

る

。

問

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ

ー

の

担

う

役

割

は

大

き

く

、

地

域

の

場

づ

く

り

は

市

の

重

要

な

取

り

組

み

だ

と

考

え

る

が

。

保

健

福

祉

部

長

適

切

な

支

援

が

で

き

る

よ

う

介

護

事

業

所

と

連

携

し

な

が

ら

高

齢

者

と

の

関

わ

り

を

持

っ

て

い

く

。

問

地

域

包

括

シ

ス

テ

ム

構

築

へ

の

考

え

は

。

保

健

福

祉

部

長

市

民

ニ

ー

ズ

を

把

握

し

課

題

を

洗

い

出

し

、

支

援

策

を

打

ち

出

し

進

め

て

い

き

た

い



4
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